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  もし、大きな地震が発生したら・・・皆さんはどうしますか？。9 月２０日千歳市の防災訓練「レスキューちとせ」

が行われました。仮想の町「のぞみ町」で震度７の地震が発生し、火災が起き、建物も崩壊。救急車やヘリが出動し

負傷者を病院へ搬送、被災した市民は避難所の北斗中学校へ避難するという非常にリアルな内容。体育館の中は避難

住民用に畳が用意され、プライバシー配慮のパーテーションも設置。消防の方がＡＥＤのレクチャーをするその避難

所の一角をお借りして防災グッズの展示をさせていただきました。 

どちらかというと、企業向けの内容でしたが、災害は何時、何処で起こるかわかりません。もし、会社で災害に見舞

われ、自宅に帰るための支援グッズとして避難食のカンパン・水、帽子や手回し充電のラジオ付懐中電灯、閉じ込め

られたときに使用するハンマーやバリ・ロープ等が入ったキャミネット等の展示を致しました。のぞみ町の避難住民

の皆さんは各町内会から参加の一般市民の方々で、皆さん興味深く展示を見ていただき、「町内会単位で備えるのもい

いね」とお話していた方もおり、防災意識の高さをうかがえました。多くの皆さんが「避難用のグッズは持っている

けれど実際に災害が起きたときにそのグッズを持って避難できるか自信が無い」とおっしゃっていました。備えるこ

とも大切ですが、今回市が行った実働訓練のように、各家庭でも「災害が起きたらどのように行動すべきか」という

訓練することも必要なんだなあと感じました。最近、地震が多発しています。いつか、他人事が自分事になる日が繰

るかもしれません。今一度、自宅の災害グッズを確認してみてはいかがでしょうか。 

談：E.S・兼澤

 

 

 

8 月 31 日南恵庭駐屯地創設 56 周年記念行事が盛大に行われました。 

当日、私も参加させていただきましたが、午前中は曇り空、１１時過ぎからは晴天に恵まれ、大変なにぎわいでした。

式典の内容は、戦車等の観閲行進、隊員の北海自衛太鼓、模擬訓練、野外入浴セット、装備品展示、北部方面音楽隊

の演奏等、普段はあまり見ることの出来ない催事が盛りだくさんでした。また、地域のみなさんとの交流として恵庭

北高マーチングバンド、つくし幼稚園鼓笛隊、文教大学よさこいソーラン等が演奏・演舞されていました。 

中でも子供たちが列をなしていたのが、「戦車、装甲車試乗」と建物の２階から流れてくる「そうめん流し」、「竹馬」

「凧揚げ」でした。子供たちの笑顔をみていると、私（当年５３歳）のちっちゃい頃とかわんないんだなーと思い、

うれしくなりました。 

担当者の方に準備が大変ですねとお聞きしたところ『隊の一番の行事なので地域のみなさんとの交流を深めようと約

半年前から準備にとりかかります。』、一番神経を使うところをお聞きしたら『屋外催事がほとんどなので隊員全員が

当日「雨よ降るな、晴れろ、晴れろ！」とてるてる坊主を飾りたい気分になります。』とお話してくれました。今年は

雨も降ることもなく、隊員のみなさんのご苦労のお陰で、地域交流の楽しい場になりました。隊員の皆さんお疲れ様

でした。常日頃あまり立ち寄ることのない所ですが、このような機会に、皆さんも一度足を運んでみてはいかがでし

ょうか。日本の国防の一部に触れることも出来き、広い敷地の中、あちこちでのにぎやかな声が響き渡っています。   

談：E.S・田中 

 備えあれば・・・ 

 躍進！地域と共にそして未来へ 

                       
９０戦車試乗              そうめん流し            ストラックアウト             鼓笛隊             体験コーナー・竹馬 

こういう時でないと        流す方も受け取ろう        真剣勝負です！        幼稚園生の一生懸命     懐かしい昔の遊び道具 

体験できません。        とする方も真剣です。                             な姿がかわい♪         今は乗れるかしら？ 

カミノトピックス 



 

   

 
 
                       
 

 

 

 

    

  

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

  みなさんは「ユネスコ」という団体をご存知ですか？よく耳にするけど何をしている団体かよくわからない…そん

な方々のために今回はユネスコの活動についてご紹介させていただきたいと思います。 

 北海道ユネスコ大会 in 千歳 

ユネスコ（UNESCO）は国際連合の専用機関です。正式には「国際連合教育科学文化機関」といい、そのメンバーは

各国の政府ということになります。 

United Nations 

 国    Educational 

 際     教   Scientific and 

 連    育      科   Cultural    Organization 

 合        学   文      機 

                       化      関 

  Ｕ   ＮＥ   Ｓ   Ｃ     Ｏ  左記のように、ユネスコは教育、科学、文化、の面で国際協力を進

めながら、世界平和を実現していく機関です。１９４５年１１月、国際連合の専門機関として発足したユネスコは、

２６００万人以上の犠牲者を生み、広島、長崎、アウシュビッツなどに象徴される悲劇を引き起こした第二次世界大

戦の反省にたち、二度と人類があやまちをおかさないようにとの願いをこめて創設されました。 

日本では文部科学省にユネスコ国内委員会があり、ユネスコに対する政府の窓口となっています。そして、ユネスコ

の趣旨に賛同して活動を進めている民間のユネスコ協会は現在全都道府県に２８０団体あり、各地域で平和づくりの

運動に取り組んでいます。 

 『１０月１８日（土）～ １９日（日）北海道ユネスコ大会ｉｎ千歳』がＡＮＡクラウンプラザホテルにて開催さ

れます。大会事務局の千歳市教育委員会の中野様にお話を伺ってきました。「今回の大会は千歳ユネスコ４０周年の記

念事業として『平和と人類の未来のため、広げようユネスコ活動を』というテーマで開催されます。世界各地では未

だに紛争が勃発し、多くの人命が失われ、貧困・飢餓がもたされています。また、経済効率を優先する開発により環

境の悪化、資源の枯渇や貧富の格差など解決すべき問題が山積しております。そんな現在だからこそ今一度ユネスコ

の原点である「世界平和と人類共通の福祉」を実現していく為に、基調講演や分科会を通して地域や青少年にユネス

コ活動を広げていきたいと考えています。１０月１８日（土）の夜には「ユネスコの夕べ」と題した交流会もありま

す。お気軽にご参加ください。」との事です。 

お問い合わせ・お申し込みは「千歳ユネスコ協会事務局・電話０１２３－２４－０８４８」まで   談：E.S・国府田  
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ユネスコ大会のポスターと

事務局の中野様。 

現在、大会に向けて大忙し

です。 

   

  日ごろのご愛顧ご支援に感謝申し上げます。 

   

  平成２０年１０月１日より北広島市では、家庭ごみの

有料化に伴い、指定ごみ袋及びごみ処理券を使い排出す

ることになります。種類については、『普通ごみ用、５ℓ、

１０ℓ、２０ℓ、４０ℓで袋色は桃色』、『危険ごみ用は普通

ごみ用と兼用で普通ごみ５ℓ、１０ℓの袋の枠内に「キケ

ン」と記入して排出』し、『破砕しないごみ用は、１０ℓ、

４０ℓで袋色は青色』となります。 

ごみ処理券については、普通ごみ用８０円（赤色）、粗大

ごみ用２００円（青色）、４００円（オレンジ色）、６０

０円（紫色）となります。ごみの分別方法は、「クリーン

タウンきたひろしま」に詳しく記載されています。 

北広島市家庭ごみの有料化スタート ５１年目スタートにあたって 

「総理大臣は（職）投げ出せても、国民は生活を投げ

出せない」巷では、このような台詞が蔓延しています。

また同盟国日本は、アメリカ経済にスライドするよう

に向かう方向を見失って瞑想を続けています。いつに

なったら回復し安心安全な生活が営まれるのか疑わし

くなって来ました。政界のサラブレット麻生新総理に

大いに期待したいところです。 

た。 

 

代表取締役社長  青木  昭弘 

  新しい期(４６期)のスタートを迎える前に４５期は、

人材力強化を第一に進めてきました。 

  「企業は人なり」の言葉通り社員のやる気、元気、

モチベーションで取り組んで来ました。皆様の温かい

ご支援、励ましのおかげでそれなりの成果で一年を終

えることができました。ありがとうございまし

「継続はちから」ではありませんが、引続き今期もワ

ンランク上の人間力向上と合わせてさらなる精進を進

めるつもりですし、自らが資格の取得、積極的研修参

加などはもちろん、地域活動、ボランティア活動など

今まで以上にハードに挑戦するつもりで

「カミノトピックス」も多くの皆様のお陰をもちまして次号は

４０号です。まだまだつたない文章ですが、「毎月楽しみにし

ていますよ」の声がうれしくて・・・。 

先日、千歳科学技術大学の稜輝祭(学校祭)＆オープンキャンパ

スに行った時、真剣な面持ちで学部説明や学校見学している高

校生の皆さんを見て、私も前を見ていかなければと思いまし

た。これからもほんの少しでも皆様のお役立ちになればと頑張

っていきます！ 

ご指導ご鞭撻のほど、 

よろしくお願いします。 

す。 

  まだまだ未完成な社員たちではありますが、いつも

お客様の視点でいつもお役立ちできる

ことを夢みて頑張りたいと思っています。 

倍旧のご支援ご指導よろしく 

お願いします。 


